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公
益
社
団
法
人
日
本
専
門
新

聞
協
会
（
積
田
朋
子
理
事
長
）

は
、
10
月
20
日
に
東
京
・
千
代
田

区
内
幸
町
の
帝
国
ホ
テ
ル
「
富
士

の
間
」
に
お
い
て
「
第
79
回
新
聞

週
間 

日
本
専
門
新
聞
大
会
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
す
る
。

　

同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
10
月
15

日
か
ら
一
週
間
に
わ
た
る
新
聞
週

間
に
合
わ
せ
、
当
協
会
の
最
大
の

文
化
的
事
業
・
公
益
目
的
事
業
で

あ
り
、
か
つ
専
門
新
聞
と
し
て
社

　日本専門新聞協会は、第79回新聞週
間にちなみ｢新聞週間キャッチフレーズ｣
を全国から募集していたが、その入選が
次のように決まった。（敬称略）

〈
優
秀
作
〉

　
A
I
が 

語
れ
ぬ
現
場 

足
で
追
う

　
確
か
な
事
実 

専
門
紙
　
　
　
　
　  

上
山 

愛
子（
一般
応
募
）

〈
佳
　
作
〉

　
情
報
の 

フ
ァ
ク
ト
見
極
め 

読
み
解
い
て 

　
未
来
へつ
な
ぐ 

専
門
新
聞
　
　
　 

　
杉
本 

湘
路（
一般
応
募
）

〈
佳
　
作
〉

　
加
速
す
る 

A
I
社
会
に 

人
の
目
で

　
と
ら
え
る
価
値
を 

専
門
新
聞
　
　
　 

高
橋 

涼
子（
一般
応
募
）

入選キャッチフレーズ

例年、盛況の講演会会場

日本専門新聞特集号

会
の
期
待
に
応
え
る
決
意
を
内
外

に
示
す
事
業
と
し
て
開
催
し
て
い

る
。
幅
広
い
国
民
の
皆
様
、
専
門

紙
読
者
、
政
官
界
、
経
済
界
を

は
じ
め
各
国
大
使
館
な
ど
多
く
の

方
々
を
招
い
て
お
り
、
時
局
講
演

会
、
式
典
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
な
ど
多

数
の
出
席
が
見
込
ま
れ
る
。

　

A
I
・
S
N
S
が
ビ
ジ
ネ
ス
や

日
常
生
活
に
浸
透
し
情
報
の
発
信

が
多
様
化
し
て
い
る
中
、
現
場
の

取
材
を
踏
ま
え
た
確
か
な
情
報
を

届
け
る
と
い
う
専
門
新
聞
の
使
命

が
一
層
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
お
り
、

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
通
じ
て
出
席
者

の
皆
様
と
と
も
に
こ
れ
を
確
認
し

て
い
き
た
い
。

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
第
1
部
は
午
後

2
時
30
分
か
ら
、
東
京
大
学
先

端
科
学
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー 

准
教

授 

小
泉 

悠 

氏
を
講
師
に
招
き

「
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
と
日

本
の
安
全
保
障
」
と
題
す
る
講
演

会
が
行
わ
れ
る
。

　

小
泉
氏
は
、
早
稲
田
大
学
大

学
院
修
士
過
程
修
了
後
、
民
間

企
業
に
勤
務
し
、
外
務
省
専
門
分

析
員
、
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
世

界
経
済
国
際
関
係
研
究
所
客
員

研
究
員
な
ど
を
経
て
、
2
0
2
3

年
に
東
京
大
学
先
端
科
学
技
術

研
究
セ
ン
タ
ー 

准
教
授
に
就
任
し

た
。
ま
た
、
2
0
2
4
年
に
は

衛
星
画
像
を
用
い
て
リ
ス
ク
分
析

を
行
う
「
D
E
E
P
D
I
V
E

（
デ
ィ
ー
プ
ダ
イ
ブ
）」
を
設
立
し

た
。
専
門
は
、
ロ
シ
ア
の
軍
事
・

安
全
保
障
政
策
な
ど
で
、
多
く
の

テ
レ
ビ
番
組
に
出
演
し
、
注
目
さ

れ
る
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
の

推
移
を
わ
か
り
易
く
解
説
し
て
い

る
ほ
か
、
ロ
シ
ア
の
軍
事
・
国
家

戦
略
な
ど
を
テ
ー
マ
と
す
る
数
多

く
の
著
書
が
あ
る
。

　

引
き
続
き
午
後
4
時
15
分
か

ら
第
2
部
式
典
が
開
か
れ
、
大
会

会
長
の
積
田
理
事
長
挨
拶
、
文
化

庁
長
官
の
祝
詞
が
あ
り
、
来
賓
挨

拶
、
そ
し
て
国
際
交
流
を
行
っ
て

い
る
韓
国
専
門
新
聞
協
会
か
ら
の

挨
拶
、
さ
ら
に
加
盟
社
代
表
者
顕

彰
、
加
盟
社
役
員
表
彰
、
優
良

社
員
表
彰
、
33
回
を
迎
え
た
写
真

コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作
表
彰
お
よ
び

A
I
を
テ
ー
マ
と
し
て
募
集
し
た

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
入
選
作
の
発
表

が
行
わ
れ
、
最
後
に
大
会
ア
ピ
ー

ル
が
発
表
さ
れ
る
。

　

第
3
部
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
午
後
5

時
45
分
に
開
会
し
、
大
塚
一
雄
政

治
連
盟
会
長
の
挨
拶
、
来
賓
祝

辞
、
そ
し
て
ラ
ッ
キ
ー
カ
ー
ド
抽
選

な
ど
が
行
わ
れ
親
睦
を
深
め
る
。

令和8年
第79回
新聞週間

日本専門新聞大会
フェスティバル

小泉 悠 氏が講演第１部

大会アピール

大会スローガン

　世界は依然として分断と対立の時代の只中にある。ロシア・ウクライナ、中東情勢は
出口の見えぬまま長期化し、米国では関税政策をめぐる対立が国際貿易秩序を揺さ
ぶり続けている。11月に控える米中間選挙を前に、物価高への不満は米国内政治の
焦点となり、各国の政策運営にも波紋を広げている。
　国内に目を転じれば、新政権の下、食料品への消費税負担軽減など生活者支援の
議論が進む一方、実質賃金の伸び悩みや政府債務の増大は依然として根深い課題
であり続けている。加えて、生成AIの急速な進化は報道の現場そのものを変容させつ
つあり、情報の真偽を見極める力がこれまで以上に問われている。
　こうした先行きの見えにくい時代だからこそ、私たち専門新聞は、専門性に裏打ちさ
れた確かな取材力と公正な視点によって、複雑化する社会課題に真摯に向き合わな
ければならない。　
　私たちは、専門新聞としての矜持を胸に、自由で強靭、そして持続可能な社会の実
現に向け、言論の使命を果たし続けることを、ここに宣言する。

● 不確かな時代だからこそ、信頼できる情報を発信しよう！
● すべての専門新聞への消費税軽減税率の適用を実現しよう！
● 国民の知る権利に応えるため、第三種・第四種郵便制度を堅守しよう！

第79回 日本専門新聞大会

小泉 悠先生

　日本専門新聞協会は、新聞週間に合わせて加盟社の役員、社員に対し顕彰・表彰
を行っており、令和８年度は総勢13名を表彰することになった。

総勢13人を表彰

≪顕彰≫ （敬称略）

功労章

菊池 英也 （株式会社 日刊建設タイムズ社）

功績章

大迫 博人 （株式会社 鹿児島建設新聞）

田中 貴士 （株式会社 鋼構造出版）

佐藤 周 （株式会社 輸送経済新聞社）

≪表彰≫ （敬称略）

加盟社役員　表彰

森田 淳 （株式会社 観光経済新聞社）

≪表彰≫ （敬称略）

加盟社優良社員　表彰

大嶋 聖三 （株式会社 大分建設新聞社）

長谷川 潤 （株式会社 環境新聞社）

坊ケ田 知大 （株式会社 観光経済新聞社）

舘坂 康浩 （株式会社 建設新聞社）

浅野 智樹 （株式会社 建設新聞社）

荒木 悟 （株式会社 建設新聞社）

藤井 瑞穂 （株式会社 建通新聞社）

吉田 千歳 （株式会社 日本工業経済新聞社）
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第
79
回
新
聞
週
間
、
日
本
専
門
新
聞
大

会
開
催
に
あ
た
り
、
協
会
を
代
表
し
一言
ご

挨
拶
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

本
年
は
、
日
本
全
国
各
地
で
度
重
な
る

豪
雨
被
害
、
台
風
に
よ
る
風
水
害
、
さ
ら

に
熊
本
地
震
被
害
、
千
葉
豪
雨
被
害
、
そ

し
て
能
登
半
島
の
復
興
も
道
半
ば
と
い
う
状

況
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
世
界
で
は
ロ
シ
ア
に

よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は
未
だ
終
局
が
見
通

せ
な
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、
さ
ら
に
ア
メ

リ
カ
・
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
イ
ラ
ン
へ
の
攻
撃

が
始
ま
り
、
世
界
経
済
ま
た
社
会
生
活
、

な
ど
大
き
な
影
響
を
与
え
て
お
り
ま
す
。

　

開
会
に
当
た
り
、
災
害
に
よ
り
被
害
に

遭
っ
た
皆
さ
ま
の
復
興
、
そ
し
て
早
く
戦
争

が
終
わ
り
国
際
社
会
・
経
済
が
安
定
し
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
世
界
に
戻
る
よ
う
心
よ

り
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
日
は
公
務
ご
多
忙
の
と
こ
ろ
、
国
会
議

員
の
皆
様
、
文
化
庁
よ
り
助
川
隆
国
語
課

長
、
韓
国
専
門
新
聞
協
会
よ
り
金
光
卓
会

長
を
は
じ
め
多
く
の
ご
来
賓
の
皆
様
に
お
越

し
い
た
だ
き
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
本
専
門
新
聞
協
会
は
、
昭
和
22
年
に

設
立
さ
れ
80
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
間
、

支
え
て
い
た
だ
い
た
多
く
の
読
者
の
皆
さ
ま
、

加
盟
社
の
皆
さ
ま
、
そ
し
て
協
力
会
社
の

皆
さ
ま
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
た
い
と
存

じ
ま
す
。

　

ま
た
協
会
の
発
展
に
尽
力
し
て
こ
ら
れ

た
、
多
く
の
諸
先
輩
の
皆
様
に
衷
心
よ
り

敬
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

当
協
会
は
現
在
、
国
会
、
国
土
交
通
省
、

東
京
都
に
記
者
会
を
持
ち
、
迅
速
・
正
確
・

公
正
な
報
道
活
動
に
よ
り
各
専
門
分
野
の

産
業
を
下
支
え
し
、
日
本
の
経
済
発
展
に

寄
与
し
て
参
り
ま
し
た
。
今
後
も
公
益
法

人
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
、
広
く
国
民
の

皆
さ
ま
の
利
益
に
資
す
る
、
ま
た
加
盟
社
の

皆
さ
ま
の
事
業
運
営
に
役
に
立
つ
事
業
を
真

摯
に
着
実
に
行
っ
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

現
在
A
I
は
、
社
会
全
体
と
し
て
そ
の

急
速
な
進
化
に
伴
い
、
導
入
戦
略
、
構
造

的
な
体
制
整
備
、
法
的
整
備
、
さ
ら
に
は

環
境
へ
の
影
響
の
研
究
な
ど
、
様
々
な
対
応

が
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

A
I
（
人
工
知
能
）
は
職
場
を
大
き
く

変
え
つつ
あ
り
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
最
近
し

ば
し
ば
喧
伝
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
「
A
I

が
人
の
仕
事
を
置
き
換
え
る
」
と
い
う
マ
イ

ナ
ス
な
意
味
ば
か
り
で
は
な
く
、「
職
場
で

導
入
が
進
み
、
A
I
が
既
存
業
務
を
効
率

化
す
る
だ
け
で
な
く
、
A
I
に
関
連
し
た

新
し
い
仕
事
を
生
み
出
し
て
い
る
」
と
前
向

き
に
と
ら
え
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

　

新
聞
業
界
に
と
って
は
取
材
、
記
事
作
成

な
ど
新
聞
発
行
に
は
欠
か
す
こ
と
が
出
来
な

い
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
、
い
か
に
効
果
・

効
率
的
に
活
用
し
て
い
く
か
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
本
年
5
月
に
、

こ
こ
に
ご
出
席
の
韓
国
専
門
新
聞
協
会 

金

会
長
を
は
じ
め
と
す
る
15
名
の
役
員
の
み
な

さ
ま
と
、
A
I
を
テ
ー
マ
と
し
た
合
同
役

員
研
修
会
を
実
施
し
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
11
月
に
は
A
I
を
導
入
・
活

用
さ
れ
て
い
る
加
盟
社
に
、
そ
の
事
例
を
発

表
し
て
い
た
だ
く
セ
ミ
ナ
ー
を
予
定
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

日
本
専
門
新
聞
協
会
は
、
今
後
ど
う
や
っ

て
A
I
の
活
用
戦
略
を
構
築
す
る
か
な

ど
、
加
盟
社
皆
さ
ま
の
お
役
に
立
つ
こ
と
が

で
き
る
よ
う
研
究
し
、
情
報
提
供
、
ま
た
セ

ミ
ナ
ー
な
ど
実
施
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

本
日
表
彰
さ
れ
ま
す
皆
さ
ま
、
誠
に
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
日
本
専
門
新
聞
大
会
は
、
公
益
法

人
と
し
て
の
「
公
益
目
的
事
業
」
で
あ
り
、

新
聞
な
ら
で
は
の
「
文
字
・
活
字
文
化
の
発

展
」
に
寄
与
す
る
も
の
と
し
て
、
ま
た
協

会
加
盟
社
の
皆
さ
ま
主
催
の
「
文
化
的
事

業
」
と
し
て
開
催
し
て
い
る
も
の
で
ご
ざ
い

ま
す
。
有
意
義
な
時
間
を
お
過
ご
し
い
た

だ
け
れ
ば
幸
甚
に
存
じ
ま
す
。

　

本
日
は
大
変
お
忙
し
い
な
か
、
多
数
ご
参

集
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
引
き

続
き
ど
う
ぞ
ご
支
援
・
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
本
日
は
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

日
本
専
門
新
聞
大
会
の
開
催
に
当
た
り
、

一言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
い
ま
世
界
は
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の

継
続
、
そ
し
て
イ
ラ
ン
戦
争
継
続
中
で
あ
り

ま
す
。

　

イ
ス
ラ
エ
ル
と
米
国
に
よ
る
イ
ラ
ン
紛
争

は
、
い
ま
な
お
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
の
石
油
タ
ン

カ
ー
運
航
権
を
め
ぐ
っ
て
紛
争
中
で
あ
り
ま

す
が
、
同
地
域
の
国
々
は
昔
か
ら
の
極
貧
状

態
か
ら
の
脱
出
と
富
裕
層
や
米
国
な
ど
覇

権
国
家
への
反
発
も
根
強
く
、
そ
の一端
が
い

ま
か
ら
25
年
前
の
9
月
11
日
に
世
界
中
の

人
々
を
恐
怖
の
ド
ン
底
に
陥
れ
た
殉
教
者
を

名
の
る
一
部
過
激
テ
ロ
分
子
に
よ
る
米
国

ニュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
同
時
テ
ロ
事
件
で
も
あ
り

ま
し
た
。

　

過
日
夫
婦
共
々
米
国
を
訪
れ
た
習
近
平

中
国
国
家
総
書
記
は
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

夫
妻
並
び
に
重
要
閣
僚
ら
と
共
に
前
例
の
な

い
大
歓
迎
と
接
待
を
受
け
、“
我
々
両
国
は

い
ま
も
昔
も
同
盟
国
同
志
で
あ
り
ま
す
”

な
ど
と
世
界
の
V
I
P
が
驚
愕
す
る
よ
う

な
公
的
発
言
を
し
ま
し
た
。　

　

我
々
日
本
の
報
道
人
も
、
今
年
も
こ
の
新

聞
週
間
に
あ
た
っ
て
、
世
界
平
和
へ
の
誓
い

を
新
た
に
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

さ
る
９
月
17
日
に
は
第
２
次
高
市
改
造

内
閣
が
発
足
し
ま
し
た
。

　

本
年
2
月
の
衆
議
院
議
員
選
挙
で
大
勝

し
た
自
民
党
は
、
日
本
維
新
の
会
と
の
連

立
政
権
で
国
旗
損
壊
罪
の
創
設
、
皇
室
典

範
の
改
正
、
消
費
税
減
税
な
ど
の
政
策
を

次
々
と
進
め
て
い
ま
す
。
高
市
第
２
次
改
造

内
閣
の
支
持
率
は
高
く
、
従
い
ま
し
て
我
々

専
門
新
聞
業
界
も
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
政

策
の
具
体
的
実
行
状
況
に
、
さ
ら
に
注
目

し
、
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

時
代
の
波
に
乗
っ
て
、
X
（
エッ
ク
ス
）
や

Y
o
u
T
u
b
e
（
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
）
な
ど

の
デ
ジ
タ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
主
戦
場
に
な
っ

て
い
る
こ
と
も
高
市
内
閣
支
持
好
評
に
影
響

し
て
い
る
と
は
思
わ
れ
ま
す
が
、
マ
ス
メ
デ
ィ

ア
で
も
あ
る
我
々
専
門
新
聞
業
界
も
、
デ
ジ

タ
ル
環
境
ま
た
は
A
I
を
活
用
し
た
今
後

の
動
き
を
的
確
に
捉
え
、
各
社
そ
れ
ぞ
れ
の

分
野
の
専
門
新
聞
と
し
て
国
家
社
会
の
た
め

に
、
さ
ら
に
積
極
的
に
活
動
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
我
々
専
門
新
聞
業
界
は
、
第
三
種

郵
便
制
度
の
維
持
継
続
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
そ
の
他
の
政
策
課
題
、
メ
デ
ィ
ア
事
業

の
拡
充
、
加
え
て
専
門
新
聞
の
活
躍
に
ご
理

解
を
い
た
だ
い
て
い
る
数
多
く
の
国
会
議
員

の
皆
さ
ま
に
も
、
さ
ら
な
る
ご
支
援
を
ご
期

待
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
政
治
連
盟
は
、
加
盟
各
社
の
事
業
経

営
に
資
す
る
活
動
を
こ
れ
か
ら
も
継
続
的

に
、
よ
り
積
極
的
に
行
って
参
り
ま
す
。
今

後
も
会
員
各
位
の
さ
ら
な
る
ご
支
援
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
政
治
連

盟
会
長
と
し
て
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

日本専門新聞特集号 挨拶第79回

戦
争
は
や
め
て
、世
界
が
益
々

平
和
で
あ
り
ま
す
よ
う
に

国
民
の
皆
さ
ま
、そ
し
て
加
盟
社
の

皆
さ
ま
の
た
め
に
！

会 

長
　
大 

塚
　
一 

雄

日
本
専
門
新
聞
政
治
連
盟

理
事
長
　
積 

田 

朋 

子

公
益
社
団
法
人 

日
本
専
門
新
聞
協
会

読者総数は1,200万人に専門分野から厳選された
協会加盟社79社

『複眼的報道の塔』

時代を見すえ悠久の時を刻む
ソーラー電波時計

　平成16年10月、25年後の後進に夢を託し、塔の基礎
部分には当協会の歴史と伝統を次の世代に伝えるた
め、各加盟社発行の記念紙に記念品を添えて収納し建
立したものです。
　石原慎太郎元東京都知事をはじめ、都議会議長、建
設局長等の協力と支援を得て、都立公園では130年と
最も古く、由緒ある芝公園内に、ソーラー三面電波時計
付き「複眼的報道の塔」を建立・寄贈したものです。

芝公園のもみじ谷の
モニュメント

役員活動体制
＜協会役員・顧問＞

名誉会長 波田幸夫 環境新聞社

理事長 積田朋子 観光経済新聞社

副理事長 石井貞德 旅行新聞新社

〃 河合良紀 建設新聞社

〃 金子眞紀子 国際農業社

専務理事 須貝律緒 日本専門新聞協会

常任理事 仁平英紀 東京交通新聞社

〃 間庭正弘 日本電気協会新聞部

理事 有馬弘純 塗料報知新聞社

〃 向田克己 薬事日報社

〃 牧村耕一 牧村公認会計士事務所

監事 水野純治 日本歯科新聞社

〃 秋山智昭 秋山法律事務所

顧問 大塚一雄 金融タイムス社

〃 入澤　亨 官庁通信社
＜政治連盟役員・顧問＞

会長 大塚一雄 金融タイムス社

幹事長 仁平英紀 東京交通新聞社

副幹事長 須貝律緒 日本専門新聞協会

〃 大林洋介 教育新聞社

〃 有馬弘純 塗料報知新聞社

監査 林　初男 日本工業経済新聞社

〃 秋山智昭 秋山法律事務所

名誉顧問 波田幸夫 環境新聞社

日本専門新聞大会フェスティバルに
協賛いただいている企業様

有限会社
協同新聞出版発送所

電話 ： 03-3375-3661～2
http://kyoudou-1954.jp/

株式会社きかんし
電話：03-5534-1234

https://www.kikanshi.co.jp/

株式会社サンビジネス
電話：03-3455-5294

https://www.sunbi.co.jp

株式会社晃栄社
電話：03-3814-2646
FAX：03-3812-4365

情報印刷株式会社
電話：03-3262-5740

http://www.johopt.com

勝美印刷株式会社
電話：03-3812-5201

https://www.shobix.co.jp

東伸 IT 株式会社
電話：03-5638-7210
https://toshin-it.co.jp
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第79回新聞週間
第33回日本専門新聞 写真コンクール

　

令
和
8
年
の
専
門
新
聞
写
真
コ
ン

ク
ー
ル
は
、協
会
の
皆
様
、各
加
盟
社

の
協
力
に
よ
り
協
会
員
は
も
と
よ
り
、

一
般
読
者
の
皆
様
の
作
品
が
今
年
も

9
3
7
点
を
数
え
ま
し
た
。

　

嬉
し
く
皆
様
に
感
謝
い
た
し
ま

す
。

　

審
査
は
例
年
通
り
、関
口
照
生
、

林
義
勝
、共
に
日
本
写
真
家
協
会
会

員
の
両
名
が
行
い
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
の
文
部
科
学
大
臣
賞

に
は
、一
般
公
募
の
細
川
弘
明
氏「
望

月
三
変
化
」が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

満
月
を
異
な
る
3
ヶ
所
で
大
き

く
、美
し
く
捉
え
て
い
ま
す
。よ
く
ぞ

こ
の
場
所
で
こ
の
位
置
で
と
感
じ
入

り
ま
し
た
。三
点
の
作
品
が
見
事
に

調
和
し
感
動
さ
え
覚
え
ま
し
た
。技

術
力
も
高
く
相
当
な
努
力
に
よ
る

賜
物
だ
と
思
い
ま
す
。ち
な
み
に
、寒

い
1
月
の
満
月
を“
ウ
ル
フ
ム
ー
ン
”と

呼
ば
れ
て
い
る
そ
う
で
す
ね
。

　

理
事
長
賞
は
、一
般
公
募
の
赤
沼

泰ソ

ラ空
氏「
ド
ク
タ
ー
S 

陸
送
」３
枚

組
で
す
。

　

赤
沼
氏
は
高
校
生
の
頃
か
ら
力
の

あ
る
作
品
を
応
募
い
た
だ
い
て
い
た

若
い
作
家
で
す
。今
回
の
作
品
も
夜

か
ら
明
け
方
に
か
け
て
行
わ
れ
る
新

幹
線
の
移
動
を
し
っ
か
り
と
し
た
視

点
で
フ
レ
ー
ム
に
収
め
て
い
ま
す
。今

後
の
作
品
に
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

審
査
委
員
長
賞
は
、一
般
公
募
の

蜂
谷
雅
人
氏
の
一
枚
作
品「
獅
子
の

火
渡
り
」。北
海
道
の
古
平
町
の

恵
比
須
神
社
に
伝
わ
る
祭
り
の

行
事
で
す
。立
ち
上
る
炎
の
両

側
か
ら
獅
子
の
顔
が
の
ぞ
き
、炎

の
力
感
と
獅
子
の
お
ど
け
た
姿

の
対
比
が
お
も
し
ろ
く
、ま
た
ア

ン
バ
ー
の
か
か
っ
た
色
調
が
こ
の

作
品
を
際
立
た
せ
て
い
ま
す
。

　

加
盟
社
特
別
賞
は
、観
光
経
済
新

聞
社
、小
林
茉
莉
氏
の「
最
後
の
見

送
り
〜
万
博
最
終
日
」が
選
ば
れ
ま

し
た
。キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の“
み
ゃ
く
み
ゃ

く
”
が
赤
い
大
き
な
頭
を
下
げ

1
8
4
日
間
の
来
場
者
へ
感
謝
の
気

持
ち
を
表
し
て
い
る
姿
を
、作
者
も

同
様
の
気
持
ち
で
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
し
ま
し
た
、

時
期
を
得
た
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
作
品
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

応
募
い
た
だ
い
た
数
々
の
写
真
の

中
に
、多
く
の
優
秀
な
作
品
が
み
ら

れ
、各
賞
を
始
め
秀
作
に
至
る
ま
で

選
考
に
苦
労
し
ま
し
た
。加
盟
社
、

社
員
の
皆
様
の
作
品
も
優
秀
な
作
品

が
多
く
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

昨
年
に
も
増
し
て
A
I
が
写
真
界

で
も
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

A
I
に
よ
っ
て
写
真
作
品
、ま
た
映

像
界
全
体
に
ど
の
様
な
変
化
を
も
た

ら
し
て
い
く
の
か
、し
っ
か
り
見
届
け

て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

審
査
委
員
長
講
評

関口 照生氏
日本写真家協会会員

倉敷芸術科学大学客員教授

審査委員長賞
獅子の火渡り

蜂谷雅人／ 一般応募

　この度は審査委員長賞に選んで頂き、大変光
栄に存じます。2023 年から撮影している古平
町の浜町恵比須神社例大祭、関係者の方々に良
い報告ができます。2500 人程の町に人が集ま
る祭りの日。渡御で集めた穢れを焼き祓う、火
渡り神事。高まる熱気の中、炎を渡る猿田彦・
獅子舞・神輿は圧巻です。見る側も手に汗握り
ます。「撮らせてもらっている」気持ちを忘れず、祭りが続いて
いくよう願いながら、これからも撮影したいと思います。

　この度は「文部科学大臣賞」という栄誉を賜り誠にあり
がとうございます。
　この２年間は満月を追い続け撮影してきました。時間と
方位を基に撮影場所を決めてもなかなか思い通りの構図が
得られず試行錯誤の連続でしたが、昨年姫路城の作品を秀
作に選んでいただいたことが励みになりました。月は季節・
角度によって色や輝きが変わります。今回は冬２点に夏を
合わせてみました。栄えある賞に導いてくれた月に感謝の言葉を捧げます。

文部科学大臣賞
望月三変化

細川弘明 ／ 一般応募

文
部
科
学
大
臣
賞
な
ど

入
選
作
品
19
点
決
ま
る

公
益
社団法人
日
本
専
門
新
聞
協
会
は
第
79
回
新
聞
週
間
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
ア
マ
チ
ュ
ア
写
真
愛
好
家
お
よ
び
加
盟
各
社
の
写

真
・
読
者
を
対
象
に
「
第
33
回
日
本
専
門
新
聞
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
作
品
を
募
集
し
て
い
た
が
、
審
査
委
員
会
、
理
事
会
で

そ
れ
ぞ
れ
の
入
選
作
品
が
決
定
。
受
賞
者
は
10
月
20
日
の
日
本
専
門
新
聞
大
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
お
い
て
表
彰
さ
れ
る
。

理事長賞
ドクターＳ　陸送

赤沼奏空／ 一般応募

　ドクターイエローの後継「ドクター S」の陸送を一晩かけて追いまし
た。豊川日本車輌工場を出発し、車体が夜の国道をゆっくり進み、明け
方に JR 東海浜松工場へ到着するまでを組写真にまとめました。新幹線
が国道を走る普段は見られない迫力ある光景を、夜から朝へ移り変わる
時間とともに記録できたことが印象に残っています。栄誉ある理事長賞
を頂けて大変驚き、嬉しかったです。これからも心に残る瞬間を撮り続
けていきたいです。
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加盟社社員・読者及び一般応募　全国から937点

秀　作

文部科学大臣賞
望月三変化（３枚） 細川　弘明 一般応募
理事長賞
ドクターＳ　陸送（３枚） 赤沼　奏空 一般応募
審査委員長賞
獅子の火渡り 蜂谷　雅人 一般応募
加盟社特別賞
最後の見送り～万博最終日 小林　茉莉 観光経済新聞社
秀　　作
女性タクシードライバー活躍中!（３枚） 木村　大輔 東京交通新聞社
情熱（３枚） 小杉健次郎 一般応募
除雪車の灯（３枚） 櫻井　勝美 一般応募
激走（３枚） 城田　清延 一般応募
都市の代謝（３枚） 相馬　達也 一般応募
時が動き笑顔が揺れる（３枚） 高宮　幸子 一般応募
ワンちゃんも家族 武田　　治 一般応募
空中戦 戸崎　安司 一般応募
雨上がりの上海豫園路 永井　孝明 建通新聞社
キャッツの一日（３枚） 永野　修身 一般応募
神戸ルミナリエ －鎮魂と追悼－（３枚） 中本　則昭 一般応募
火ぶり漁 西田　　隆 一般応募
思い切り弾ける 野田　悦登 一般応募
はたち（３枚） 村上　　泉 一般応募
春爛漫 米子　浩幸 一般応募

　この度は加盟社特別賞に
選出いただき、ありがとう
ございます。この作品は、
大阪・関西万博の最終日に
会場のミャクミャク像を写
したものです。このミャク
ミャクは「いらっしゃいま
せ」の文字とともにいつも来場者を出迎えて
くれる存在でした。閉幕日、帰路に着く人の
波の中で、膝をついたミャクミャクの後ろ姿
がお見送りをしているように感じられ、思わ
ずシャッターを切りました。万博取材漬け
だった昨年を象徴する 1 枚です。

加盟社特別賞
最後の見送り～万博最終日

小林茉莉 ／ 観光経済新聞社

女性タクシードライバー活躍中!（3枚）
木村大輔／ 東京交通新聞社

情熱（3枚）
小杉健次郎／ 一般応募

除雪車の灯（3枚）
櫻井勝美／ 一般応募

激走（3枚）
城田清延／ 一般応募

都市の代謝（3枚）
相馬達也／ 一般応募

時が動き笑顔が揺れる（3枚）
高宮幸子／ 一般応募

キャッツの一日（3枚）
永野修身／ 一般応募

神戸ルミナリエ －鎮魂と追悼－（3枚）
中本則昭／ 一般応募

火ぶり漁
西田　隆／ 一般応募

思い切り弾ける
野田悦登／ 一般応募

春爛漫
米子浩幸／ 一般応募

はたち（3枚）
村上　泉／ 一般応募

ワンちゃんも家族
武田　治／ 一般応募

空中戦
戸崎安司／ 一般応募

雨上がりの上海豫園路
永井孝明／ 建通新聞社


